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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

令和 年度（ 年度決算分）6 5

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

在宅医療・介護連携の充実

在宅医療・介護連携推進事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28 令和 年度5

一般重点 ⑥5- ①ソフト事業（法律による実施義務有）

　医療と介護の両方を必要とする高齢者が安心して暮らせる地域づくりを推進するため、在宅医療従事者等で構成する在宅医療
介護連携推進会議を開催し、在宅医療と介護サービスを一体的に提供できるよう、情報の共有と連携の強化に向けた地域の実情
に応じたネットワークづくりを推進する。

年度6
（１）地域における在宅医療・介護連携に関する現状分析・課題抽出・施策立案（計画）
（２）地域の在宅医療及び介護サービス事業者等の関係者や地域住民に対する対応策の実施
（３）対応策の評価及び改善の実施

高松市民

医療と介護が連携することで、安心して在宅で生活できる。

R3 R4 R5 R6 R5

在宅医療介護連携推進会議の開催数 回 6 6 6 6 6

多職種連携構築度評価平均得点 点

R3 R4 R5 R6 R5

6.5 7 7 7 7

5.1 5.6 5.4

　情報共有や交流が出来る機会を創出するた
め医療や介護等、多職種の専門職が参加する
研修会等を開催したが、参加者によるアンケ
ート結果において、多職種連携構築度の評価
平均点は５．４となり、目標を達成すること
ができなかった。

77.1%

点27

R3 R4 R5 R6 R5

令和 年度（決算）3 令和 年度（決算）4 令和 年度（決算）5 令和 年度（予算）6

20,607 21,651 30,687 32,994

10,263 11,398 12,848 15,155

10,344 10,253 17,839 17,839

Ｂ 継続

　介護保険法に基づいて、地域包括ケアシステムの実現に向け、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築のため、ＰＤＣＡサイクルに
沿った取組を推進していくにあたり、在宅医療コーディネーターの効果的な活用や将来的なＩＣＴの活用のための情報収集など、国や県等の
動向を窺いながら検討を行う必要がある。

　地域包括ケアシステムの構築に当たり、在宅医療・介護連携推進事業は重要な施策の一つであり、在宅医療サービスと介護サービスを一体
的に提供するための、さらなる連携体制が必要である。
　このため、高松市在宅医療介護連携推進会議において課題を検討しながら、医療・介護関係者間の顔の見える関係づくりを推進する研修会
の開催や、在宅医療コーディネーターを養成するなど、引き続き在宅医療・介護連携推進事業に取り組む。


